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 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けられるよう指導する。 

 

②課題の改善に向けた指導のポイント 

解答類型 三重県 全国 正答 

(正答の条件) 
次の条件を満たして解答している。 
① 以下の内容を取り上げて書いている。 
 ａ ヒントになったこと 
 ｂ 面ファスナーのくっつく仕組み 
② 【資料】の中の文章と「面ファスナーの仕組み」から言葉や文を取
り上げて書いている。 

③ 50 字以上、80字以内で書いている。 

   

１ 条件①ａ、ｂの両方と、条件②、③を満たしているもの 30.6 34.4 ◎ 

２ 条件①ａ、ｂの両方と、条件②は満たしているが、条件③は満

たしていないもの 

0.0 0.0  

３ 条件①ａ、ｂは満たしているが、条件②は満たしていないもの 

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。 

0.1 0.1  

４ 条件①ａは満たしているが、条件①ｂは満たしていないもの 

＊条件②、③を満たしているかどうかは不問とする。 

42.2 39.0  

５ 条件①ｂは満たしているが、条件①ａは満たしていないもの 

＊条件②、③を満たしているかどうかは不問とする。 

11.6 11.8  

６ 条件②は満たしているが、条件①ａ、ｂは満たしていないもの 

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。 

9.4 8.9  

99 上記以外の解答 1.7 1.7  

０ 無解答 4.4 4.1  

 

■学習指導要領における領域・内容 

５・６年生 Ｃ 読むこと 

 ウ 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けたり、論の進め方について

考えたりすること。 

「必要な情報を見付ける」とは、文章の中から、目的に応じて必要な情報を取捨選択したり、整理したり、

再構成したりすることです。必要な情報は、目的に応じて変わるため、読む目的を明確にすることが重要で

す。 

実生活において児童が触れる文章には、図表やグラフなどを含むものが多いです。そのため、学習指導に

当たっては、そのような文章を読む際に、文章中に用いられている図表などが、文章のどの部分と結び付く

のかを明らかにした上で、文章と図表などの関係を捉えて読むことができるようにすることが大切です。文

章と図表などの情報を合わせて読むことで、内容についてより深く理解したり解釈したりすることができま

す。その際、図表からも必要な情報を見付けたり、見付けた情報を言葉に表したりすることが求められます。 

なお、国語科で図表やグラフなどを含む文章を取り上げる場合には、表やグラフの読み取りが学習の中心

になるなど、他教科等において行うべき指導とならないよう留意する必要があります。国語科では、図表や

グラフを文章と結び付けて読み、必要な情報を見付けたり、論の進め方について考えたりすることが重要で

す。 
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③授業アイディア例 
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（国立教育政策研究所「令和３年度全国学力・学習状況調査を踏まえた授業アイディア例」より） 
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 解答類型２の生徒は、２段落が、１段落で述べている「私は、SNSでやりとりをする際は、相手にどう伝わ

るかをよく考えながら言葉を選んで使うべきだと思う。」という意見の根拠となる具体例について説明したも

のであることを捉えることができていないものと考えられます。 

 文章全体の構成を捉える際には、叙述を基に、書き手が、どのような具体例を取り上げ、その根拠としている

か、また、意見をもっているのかなどに着目して、意見と根拠、具体例との関係を押さえることが大切です。 
 
 
 

 

 意見と根拠、具体例との関係を結び付けて捉えるように指導する。 

 

②課題の改善に向けた指導のポイント 

③授業アイディア例 

■学習指導要領における領域・内容 

２年生 B 書くこと 

エ 書いた文章を読み返し、語句や文の使い方、段落相互の関係などに注意して、読みやすく分かりやす

い文章にすること。                                 《推敲》 

解答類型 三重県 全国 正答 

１ Ⓐの欄に４、Ⓑの欄に１と解答しているもの 23.0 24.8 ◎ 

２ Ⓐの欄に４と解答し、Ⓑの欄に１と解答していないもの 37.8 37.1  

３ Ⓑの欄に１と解答し、Ⓐの欄に４と解答していないもの 4.1 4.7  

99 上記以外の解答 34.8 33.1  

０ 無解答 0.4 0.3  
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（国立教育政策研究所「令和３年度全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」より） 
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 異種の二つの量の割合として捉えられる数量を用いて、目的に応じてその大きさを比べ、表現できるよう

に指導する。 

 

②課題の改善に向けた指導のポイント 

解答類型 三重県 全国 正答 

１ １ と解答しているもの 54.3 55.8 ◎ 

２ ２ と解答しているもの 24.3 22.9  

３ ３ と解答しているもの 7.2 6.9  

４ ４ と解答しているもの 10.1 9.5  

99 上記以外の解答 2.9 3.5  

０ 無解答 1.2 1.4  

 

■学習指導要領における領域・内容 

５年生 Ｃ 変化と関係 

（２）異種の二つの量の割合として捉えられ

る数量に関わる数学的活動を通して、次

の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付ける

こと。 

(ア)速さなど単位量当たりの大きさの意味

及び表し方について理解し、それを求

めること。 

③授業アイディア例 

どちらが速いかを比べる際には、単位量を道のり又は時間で比べる場合があり、どちらを単位量として

設定しているかについて考え、速さを求める除法の式と商の意味を理解できるようにすることが重要です。 

指導に当たっては、例えば、本設問を用いて、1600ｍを 20等分することや、500ｍを７等分すること

について、１分間当たりに進む道のりを求めていることを確かめる活動が考えられます。その際、式の中

の数と、表の中の数値を対応させることで、1600÷20を（道のり）÷（時間）と捉え、１分間当たりに

進む道のりを求めていることを理解できるようにすることが大切です。また、20÷1600 という式は、

１ｍ当たりにかかる時間を求めていることを理解できるようにすることも大切です。 
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（国立教育政策研究所「令和３年度全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」より） 
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解答類型 三重県 全国 正答 

(正答の条件) 
「〇〇は、◇◇である。」という形で、
次の(a)、(b)を記述しているもの。 
(a)〇〇が、「四角で囲んだ４つの
数の和」である。 

(b)◇◇が、「左上の数と右下の数
の和の２倍」である。 

   

１ (a)、(b)について記述 29.0 30.0 ◎ 

２ (b)のみを記述 0.4 0.3 ○ 

３ (b)について記述が十分でない 1.9 2.0  

４ 数の位置に着目しているが、

成り立たない事柄を記述 

7.2 6.9  

５ 2n+7について記述 3.0 2.5  

99 上記以外の解答 31.5 28.4  

０ 無解答 26.9 29.9  

 

■学習指導要領における領域・内容 

２年生 A 数と式 

（１）具体的な事象の中に数量の関係を見いだ 

し、それを文字を用いて式に表現したり式 

の意味を読み取ったりする能力を養うとと 

もに、文字を用いた式の四則計算ができる 

ようにする。 

 イ 文字を用いた式で数量及び数量の関係

をとらえ説明できることを理解すること。 

 ウ 目的に応じて、簡単な式を変形するこ

と。 

 数の性質について成り立つ事柄を事象に即して解釈し、事柄の特徴を数学的に説明できるように指導する。 

 

②課題の改善に向けた指導のポイント 

③授業アイディア例 

 本設問を使って授業を行う際には、自然数を五つずつに区切った表を六つずつに区切った表に変えて、四角
で四つの数を囲むとき、四角で囲んだ四つの数の和は、２の倍数になることを見いだし、どんな数の２倍であ
るか説明する活動を設定することが考えられます。その際、四角で囲んだ四つの数を、n、n+1、n+6、n+7
と表したことから、2n+7は四角で囲んだ数とどのような関係にあるかを考え、四角で囲んだ四つの数のうち、
nと n+7の和、n+1と n+6の和で表されると捉えることが大切です。その上で、nは左上の数で、n+7は右
下の数であることを確認し、「四角で囲んだ４つの数の和は、左上の数と右下の数の和の２倍である。」のよ
うに事柄の特徴を数学的に説明できるようにすることが大切です。 
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（国立教育政策研究所「令和３年度全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」より） 

























 



 








